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昨
年
、
多
久
市
に
と
っ
て
一
番
の
ニ
ュ
ー
ス

は
旧
ゆ
う
ら
く
が
再
ス
タ
ー
ト
に
向
け
動
き
だ

し
た
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
旧
ゆ
う

ら
く
の
跡
地
は
、
小
城
市
と
共
同
で
、
ご
み
処

理
を
行
う
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
の
た
め
多

久
市
が
購
入
し
ま
し
た
。
地
元
か
ら
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
賑
わ
い
を
取
り
戻

す
た
め
の
温
泉
保
養
宿
泊
施
設
も
造
っ
た
ら
ど

う
か
と
い
う
提
案
を
い
た
だ
き
、
行
政
が
中
心

と
な
っ
て
、
地
方
創
生
と
い
う
国
が
掲
げ
た
政

策
の
も
と
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
施
設
に
つ

い
て
は
、
２
０
１
７
年
内
に
は
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
で
す
。
市
議
会
と
し
て
も
、雇
用
の
創
出
や
、

多
久
市
の
活
性
化
の
観
点
か
ら
、
行
政
と
一
体

と
な
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
の
多
久
市
を
振
り
返
っ
て

　
多
久
市
は
周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
、
自
然
豊
か

で
住
み
や
す
い
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

田
舎
の
魅
力
を
少
し
で
も
都
会
の
人
た
ち
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
定
住
対
策

も
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
都
会
で
一

生
懸
命
仕
事
を
し
て
こ
ら
れ
た
団
塊
の
世
代
の

み
な
さ
ん
が
、
多
久
に
Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン

を
さ
れ
、
の
ん
び
り
で
き
る
こ
と
も
魅
力
の
一

つ
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
体
験
が
で
き

る
こ
と
や
、
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
施
設
が
多
い
こ

と
も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
田
舎
は
「
住
め
ば
都
」

　
ま
た
、
中
央
公
園
東
住
宅
団
地
の
造
成
が
行

わ
れ
、
28
区
画
中
、
既
に
24
区
画
が
成
約
と
な

り
ま
し
た
。
約
半
数
は
市
外
者
が
購
入
さ
れ
、

こ
の
内
２
世
帯
が
県
外
の
方
と
い
う
こ
と
で
、

人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
多
久
市
の
活
性
化
や

定
住
促
進
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
で
は
平
成
26
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
多
久
市
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ
い

ぱ
れ
っ
と
」
が
、
多
久
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。
多
久
ま

つ
り
の
会
場
と
し
て
多
く
の
み
な
さ
ん
が
集
う

な
ど
、
駅
前
周
辺
の
賑
わ
い
が
、
多
久
市
の
更

な
る
活
性
化
や
県
内
外
の
企
業
の
進
出
、
定
住

に
繋
が
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

と
い
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
を
市
外
に

向
け
て
も
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

多
久
市
民
に
伝
え
た
い

議
長
の
思
う
多
久
の
魅
力
と
は
？

　
旧
ゆ
う
ら
く
も
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、

多
久
市
に
と
っ
て
活
性
化
に
繋
が
る
と
思
い
ま

す
。
我
々
団
塊
の
世
代
で
は
、
地
元
で
同
窓
会

を
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
は
会
場
が
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
。

旧
ゆ
う
ら
く
の
再
ス
タ
ー
ト
で
同
窓
会
の
開
催

を
は
じ
め
と
し
、
多
く
の
人
が
多
久
に
戻
っ
て

来
ら
れ
た
り
、
多
久

を
思
い
起
こ
し
て
い

た
だ
く
き
っ
か
け
、

ま
た
交
流
の
場
と

な
っ
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
久
市
で

は
高
校
生
ま
で
の
医

療
の
無
償
化
を
は
じ

め
、
子
育
て
を
す
る

に
は
最
適
な
場
所
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、

２
０
１
７
年
は
雇
用

の
創
出
に
さ
ら
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま

す
。 議

長
が
考
え
る

２
０
１
７
年
の
多
久
市
と
は
？

２
０
１
６
年
回
想
か
ら

え
る
こ
と
の
重
要
性
と
、
安
全
安
心
に
よ
る
普

通
の
暮
ら
し
の
貴
さ
も
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　「
人
」
の
活
躍
も
光
り
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
ル

ア
ー
ト
や
文
化
祭
・
音
楽
祭
・
Ｔ
Ｍ
Ｃ
な
ど
多

久
か
ら
魅
力
発
信
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
で
も
特
に

子
ど
も
た
ち
も
活
躍
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ア
ジ
ア

ユ
ー
ス
大
会
優
勝
、
柔
道
全
国
大
会
準
優
勝
。

少
年
野
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

等
で
全
国
大
会
出
場
。
県
内
初
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

大
会
も
多
久
で
開
催
さ
れ
、
ア
ス
リ
ー
ト
を
応

援
し
ま
し
た
。
救
助
犬
活
動
に
地
道
に
勤
し
む

市
職
員
も
報
道
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　実行したいのは「未来への責任」です。ここにもし 2つの村があり、
ひとつは悲観ばかりする 1万人の村、もうひとつは希望と熱意で努め
る 5千人の村だとしたら、きっと後者が繁栄するはずです。気高い人
柄、心の力ある人の絆を強め、健康・長寿・幸福のまちづくりを推進
します。そうそう、健診も 1年の計に加え、必ず実行してください。

　公職選挙法の改正により、選挙権年齢が 20歳から18歳に引き下げられ
ました。これからの日本・多久を担う子どもたちにもっと議会について
知ってもらえるよう「子ども議会」を実施したいと思っています。議会
改革を進めて、若い人たちと一緒に、より良い多久市となるよう考え、
議会運営を行っていきます。

想
定
外
も
想
定
内
に
備
え
る

　
市
政
で
は
地
方
創
生
は
じ
め
活
性
化
に
取
組

み
、
観
光
、
教
育
、
く
ら
し
支
援
、
健
康
幸
福
、

子
育
て
の
「
カ
キ
ク
ケ
コ
」
展
開
で
す
。

　
ゆ
う
ら
く
再
生
に
よ
る
観
光
交
流
活
性
化
、

日
本
一
の
小
中
一
貫
教
育
の
充
実
向
上
、
シ
ェ

ア
エ
コ
ノ
ミ
ー
で
新
た
な
働
き
方
応
援
や
産
業

支
援
、
健
診
受
診
率
向
上
と
健
康
づ
く
り
で
長

寿
健
康
の
向
上
、
県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
子
ど

も
医
療
費
助
成
や
新
た
な
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
整
備
等
、
積
極
的
に
推
進
中
で
す
。

市
民
と
活
か
す
多
久
魅
力

多
久
の
カ
キ
ク
ケ
コ
推
進

実
り
多
彩
な
充
実
の
年
に

　
今
年
の
干
支
は
酉
で
す
。
酉
に
は
「
果
物
が

極
限
ま
で
熟
し
た
状
態
」
の
意
味
が
あ
り
、「
物

事
が
熟
す
」「
充
実
」
の
年
に
な
る
暦
め
ぐ
り

と
い
わ
れ
、
実
現
に
は
積
極
性
・
創
造
性
が
不

可
欠
で
す
。
お
互
い
に
そ
の
心
意
気
で
、
鳥
と

な
っ
て
飛
翔
す
る
挑
戦
を
し
た
い
も
の
で
す
。

　
新
年
１
月
に
は
佐
賀
県
立
美
術
館
で
、
海
外

で
活
躍
中
の
多
久
出
身
の
細
密
画
家
・
池
田
学

氏
の
個
展
。「
学
び
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

２
月
に
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
ル
氏
、
３
月
に

茂
木
健
一
郎
氏
が
講
演
。
４
月
は
新
た
な
児
童

セ
ン
タ
ー
（
旧
北
小
）
が
始
動
し
、
子
育
て
支

援
を
拡
充
さ
せ
ま
す
。
秋
に
は
ゆ
う
ら
く
が
再

生
始
動
予
定
で
女
山
ト
ン
ネ
ル
も
開
通
で
す
。

図
書
館
整
備
等
の
検
討
協
議
も
続
け
ま
す
。
こ

れ
ら
取
組
み
を
進
め
、多
彩
で
久
し
く
光
る「
文

教
・
安
心
・
交
流
」
の
ま
ち
多
久
を
高
め
ま
す
。

　
ま
た
今
年
は
多
久
の
儒
学
者
草
場
佩
川
先
生

の
没
後
１
５
０
年
を
記
念
す
る
企
画
展
や
、
多

久
聖
廟
の
日
本
遺
産
登
録
へ
の
活
動
開
始
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
豊
か
な
多
久
の
自
然
を
生
か

し
、
人
口
定
住
促
進
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
も
つ

な
げ
る
発
信
も
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
さ
に
多
久
の
「
温
故
創
新
」
に
挑
戦
で
す
。

実
に
な
る
種
も
蒔
き
、
大
い
な
る
開
花
と
実
り

に
繋
が
る
努
力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
は
「
想
定
外
」
の
あ
る
年
で
し

た
。
１
月
極
寒
の
大
雪
、
夏
猛
暑
で
農
作
物
被

害
、
大
雨
で
避
難
勧
告
を
出
す
な
ど
消
防
団
出

動
も
増
え
、
災
害
対
策
に
も
奔
走
し
ま
し
た
。

４
月
は
熊
本
地
震
。
幸
い
市
内
に
被
害
な
く
、

す
ぐ
に
被
災
地
支
援
を
開
始
し
ま
し
た
。
我
々

行
政
に
携
わ
る
者
が
、
非
常
事
態
や
危
機
に
際

し
「
何
事
も
想
定
内
で
対
応
で
き
る
」
よ
う
備
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